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（キーワード）　�風通しのよい職場づくり、職場の風土改革、コミュニケーションの活発化、

相互理解

（視　点）

　厚生労働省の『平成25年若年者雇用実態調査の概況』によると、15歳から34歳の若年正社員

の25.7％が定年前の転職を希望している。賃金や労働時間に対する不満もあろうが、その根底

には職場の人間関係に関する不満が大きいと想像される。こうしたなか、風通しの良い職場づ

くりに向けた改革実施が多くの信用金庫で課題となる。職場の人間関係の改善を通じた若手職

員のモチベーション向上や中途退職の未然防止が求められる。

　そこで本稿では、城南信用金庫が2019年4月から開催中の「ABC実践ミーティング」につい

て紹介する。営業店の人員が減少するなか、職員間のコミュニケーションを密にするための施

策として同金庫の取組みは参考となる。

（要　旨）

⃝�厚生労働省の調査では、若手正社員の退職理由として『労働時間・休日・休暇の条件がよ

くなかった』『人間関係がよくなかった』などが高い割合を占める。

⃝�若手職員のモチベーション向上および中途退職の未然防止に向け、信用金庫の間で職場の

風土改革が求められている。

⃝�城南信用金庫は、職員間のコミュニケーションの活発化や相互理解の促進を目的に、2019

年4月から「ABC実践ミーティング」を営業店単位で開催中である。

⃝�日常業務とは直接関係ないディスカッションを行うなかで、職員同士のコミュニケーショ

ンが広がり、新たな気付きや営業店の一体感の醸成がみられる。
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はじめに　　

　厚生労働省の『平成25年若年者雇用実態調

査の概況』によると、15歳から34歳の若年正社

員の25.7％が定年前の転職を希望している。

賃金や労働時間に対する不満もあろうが、そ

の根底には職場の人間関係に関する不満が大

きいと想像される。こうしたなか、風通しの

良い職場づくりに向けた改革実施が多くの信

用金庫で課題となっている。職場の人間関係

の改善を通じた若手職員のモチベーション向

上や中途退職の未然防止が求められる。

　そこで本稿では、城南信用金庫が2019年4

月から開催中の「ABC実践ミーティング」

について紹介する。営業店の人員が減少する

なか、職員間のコミュニケーションを密にす

るための施策として同金庫の取組みは参考と

なる。

1．若年層の転職・退職の状況

　人手不足を背景とする転職市場の活況、個

人の価値観やライフスタイルの多様化などか

ら、信用金庫の間でも若手職員の中途退職が

問題となっている。

　厚生労働省の『平成25年若年者雇用実態

調査の概況』によると、15歳から34歳の若

年正社員が現在の会社から『定年前に転職し

たいと思っている』割合は25.7％であり、前

回調査（平成21年調査、24.9％）より上昇し

た。転職したい年齢では、30歳から39歳が

38.7％と最も高く、転職を希望する若手・中

堅の正社員が多いことが窺える（図表1）。

　また、同調査では、初めて勤務した会社を

やめた理由として、『労働時間・休日・休暇

の条件がよくなかった』が22.2％と最も高

く、『人間関係がよくなかった』の19.6％、

『仕事が自分に合わない』の18.8％が続く

（図表2）。

2．職場風土改革への取組み

　2019年9月末の信用金庫の常勤役職員数は

10万8,805人となり、前年同月末（11万1,412

人）から2.3％、2,607人減少した。金融機関

の就職人気の低下などもあり、多くの信用金

庫で職員不足が顕在化しつつある。

　こうしたなか、若手職員のモチベーション

向上および中途退職の未然防止に向け、社会

環境の変化に合わせた職場の風土改革が叫ば

れるようになった。かつては業務時間外の活

動を含めて職場内の人間関係が形成されてき

ただろうが、近年は業務時間外の人間関係の

構築は難しい時代である。社会全体として人

図表1　定年前の希望する転職年齢階級別若年正社員割合	 （単位：%）

定年前に転職したいと思っている
若年正社員計

希望する転職年齢階級
29歳以下 30～39歳 40～49歳 50歳以上 未定 不明

〔25.7〕100.0 30.7 38.7 3.8 1.2 8.9 16.8

（備考）1�．若年正社員とは15歳～34歳を対象とする。
2�．〔�〕は、若年正社員を100とした定年前に転職したいと思っている若年社員の割合
3�．図表1、2とも康生労働省『平成25年若年者雇用実態調査の概況』より信金中央金庫�地域・中小企業研究所作成
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間関係が希薄化しており、上司・部下や同僚

との適切な人間関係の形成、距離の置き方に

苦慮する役職員は多いと考えられる。

　こうした状況を受け、職場風土の改革に乗

り出す信用金庫が増えてきた。職員間のコ

ミュニケーションを強化し、風通しのよい職

場づくりを進める必要がある。ひいては若手

職員のモチベーションが高まり、中途退職の

未然防止も期待されよう。

3�．城南信用金庫	
「ABC実践ミーティング」

　本稿では、東京都品川区に本店を置く城南

信用金庫が、営業店職員のコミュニケーショ

ンの活発化や相互理解を促すため、2019年4

月に開始した「ABC実践ミーティング」を

紹介する（図表3）。

（1）導入の目的

　城南信用金庫は、2019年4月に「ABC実践

ミーティング」を開始した。導入目的は、職

員間のコミュニケーションの活発化や相互理

解の促進である。

　働き方改革の進展や個人のライフスタイル

を重視した社会環境への変化などから、近

年、業務時間外の職員同士の交流は減少傾向

にある。また営業店人員の減少により、日中

は通常業務に専念しなければならない状況も

図表2　初めて勤務した会社をやめた主な理由（3つまでの複数回答）

（％）

18.0

18.8

19.6

22.2

0 252015105

独立して事業を始めるため
家業をつぐ又は手伝うため

責任のある仕事を任されたかった
1つの会社に長く勤務する気がなかったため
倒産、整理解雇又は希望退職に応じたため

雇用期間の満了・雇止め
自分の技能・能力が活かせられなかった

健康上の理由
不安定な雇用状態が嫌だった

結婚、子育てのため
不明

ノルマや責任が重すぎた
会社に将来性がない

その他
賃金の条件がよくなかった

仕事が自分に合わない
人間関係がよくなかった

労働時間・休日・休暇の条件がよくなかった

介護、看護のため

図表3	　城南信用金庫の概要	
信 用 金 庫 名 城南信用金庫

本 店 所 在 地 東京都品川区

設 立 1945年8月

預 金 残 高 3兆6,609億円

貸 出 金 残 高 2兆1,972億円

店 舗 数 86店舗

常勤役職員数 2,135人

（備考）2019年3月末
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強まりつつある。

　同金庫についても同様で、職員間のコミュ

ニケーション不足の拡大に懸念を持ってい

た。なかでも1階にお客様窓口課（いわゆる

預金窓口）、2階にお客様応援課（いわゆる

融資渉外）が配置された営業店では、職員の

一体感が薄れつつあった。朝礼や夕礼も時短

職員の増加やフレックスタイム制度の普及に

より機能しにくくなっていた。

　こうしたなか、同金庫は新たなコミュニ

ケーション機会を創出するべく、「ABC実践

ミーティング」を開始することにした。な

お、ABCの由来は、A:Action→行動を起こ

し、B:Break�through→殻を破って一歩前に

進み、C:Change→自分を変革していく。から

採用したものとなる。理事長（現相談役）の

発案によるキャッチフレーズより命名した。

（2）仕組み

　同金庫の開始した「ABC実践ミーティン

グ」は、営業店単位による自由な意見交換会

で、研修の一環と位置付けられる（図表4）。

営業店は、毎月1回、日時を決めて同ミー

ティングを行う。職場内研修の一環での実施

なので、原則として業務時間中に開催し、業

務終了後に開催の場合は時間外勤務の取扱い

となる。進行役（ファシリテーター）は、教

育の意味も込めて各営業店の若手・中堅職員

から男女2人を選定する。

　同ミーティングのテーマは、日常業務と直

接関係ないキーワードから選ぶ必要がある。

第1回は「私の夢、私の趣味」とし、2回目

以降のテーマは、各営業店の任意で決定され

る（図表5）。

図表4	　ABC実践ミーティングの概要	
対 象 者 営業店の職員

会 場 営業店の会議室等

進 行 役 男女1人の2人（若手・中堅職員から選定）

開 催 頻 度 毎月1回

開 催 時 間 1回30分以内（原則として業務時間中に開催）

テ ー マ 営業店の任意（日常業務と直接関係ないテーマから選定する）

報 告 A4版1枚の報告書を人財育成部に報告

（備考）図表4から6まで城南信用金庫資料より信金中央金庫�地域・中小企業研究所作成

図表5	　ミーティングのテーマ例	

・私の夢、私の趣味（第1回、共通テーマ）
・私の尊敬する人
・私が今、興味あること、やってみたいこと
・最近私が嬉しかったこと
・学生時代の部活動

・小学生の頃なりたかった職業
・人生で最も感動した瞬間
・私の社会貢献
・私が住んでいる町の自慢
・〇〇支店ビジョン「ありがとう」　等
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（3）ミーティングの流れ

　ABC実践ミーティングの当日の流れは次

のとおりである（図表6）。通常は繁忙日を

除く16時などから開催する営業店が多いよ

うだ。場所は各営業店の会議室やロビーなど

で、進行役の司会のもとディスカッションが

進められる。

　人数の多い営業店の場合、4～6人の複数

グループに分かれ、当日のテーマについてフ

リーディスカッションを行う。参加者の意

見・コメントなどはノート型付箋に記入し、

適宜ホワイトボードに貼り付ける。

　同ミーティングの後半では、各グループの

代表がディスカッション内容などを発表し、

さらに参加者全員で意見交換を行う。ただし

同ミーティングは、営業店としての明確な回

答やゴールなどを求めている訳ではない。ま

た実施時間が30分に制限されるので、進行

役の取り回しが重要となる。

（4）報告

　ABC実践ミーティングの企画にあたり、同

金庫は営業店への負担軽減に注意を払った。

同ミーティングの実施報告書はA4版1枚と

し、さらに内容には実施風景とホワイトボー

ドの写真の貼付のみとしている（図表7、8）。

コメント欄も「今回のミーティングでよかっ

た点」「今回のミーティングの反省点」の合

計4行に留める。

　同ミーティングを主管する人財育成部は、

営業店の報告書を取りまとめるものの、具体

的な内容集計・進捗管理などを行わない方針

である。参加職員数の把握についても貼付写

真による確認に留め、全員の出席や欠席者へ

の追加フォローなどを求めていない。これ

は、報告書の提出が目的化してしまうと、コ

ミュニケーションの活発化といった本来の趣

旨を逸脱し報告書を作成するためのミーティ

ング（研修）となってしまう恐れがあるため

である。

図表6	　ミーティングの流れ	

①　4～6人のグループに分かれて、営業店統一テーマについて自由に意見交換する。
②　まとまった段階でノート型付箋に意見を記入する。
③　各グループの意見をホワイトボードに貼り付ける。
④　グループ単位で意見交換の内容などを発表する（発表終了ごとに拍手をする）。
⑤　全員の発表が終了したら、他グループの発表を踏まえた全体での意見交換を行う。
⑥　今回の営業店統一テーマについて取りまとめる。
⑦　人財育成部に報告する（毎月）。
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図表7　報告の例（その1）
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図表8　報告の例（その2）
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4．導入の効果等

（1）金庫の評価

　開始から半年間が経過し、同金庫では

ABC実践ミーティングの開催が職員のコ

ミュニケーション向上などに寄与すると評価

している。これまで職員が一堂に会し日常業

務以外のテーマについてディスカッションす

る機会は少なかったし、最近は業務に関係な

い会話も減っていたので、職員間の相互理解

や営業店の一体感の醸成につながったとみて

いる。お互いの考え方などを知るなか、同僚

を思いやる気持ちも高まり、若手職員のモチ

ベーション向上の面でも効果が現れてきた。

（2）職員の反応

　日常業務では知りえなかった同僚の性格や

人となりを理解できたなど、営業店の職員の

反応は好意的である（図表9）。職員の趣味や価

値観を共有でき、新しい気持ちで人間関係を

再構築できたなどの前向きな意見もあった。

　本部報告に関する事務負担が小さいことも

営業店から評価を得ている。

（3）今後の計画等

　同金庫では、導入効果を踏まえ引き続き

ABC実践ミーティングを開催していく考え

である。今後、仮に同ミーティングへの参加

人数が極端に少ない営業店や、自由なディス

カッションを阻害するような営業店が現れた

場合、人事部による臨店などを通じて改善を

促していく。

おわりに　　

　近年、職場での会話（雑談を含む）が組織

の活性化や生産性の向上に重要であるとの意

見がみられるようになった。一見無駄と思わ

れる日常会話のなかから、組織を変革するよ

うな新しい気付きやイノベーションが生まれ

る可能性もあるのではないか。しかしなが

ら、現実の日常業務を鑑みると、職員が日常

会話を行う時間的な余裕が乏しくなっている

のも事実である。会話が難しくなっていると

するなら、本稿で取り上げた「ABC実践

ミーティング」のような研修について導入を

検討するのも一手だと考えられる。

〈参考文献等〉
・厚生労働省『平成25年�若年者雇用実態調査の概況』

図表9	　感想等	

・プライベートで感動した出来事を皆が生き生きと話し合っていた。
・全員の夢について「いいね」と皆が温かい気持ちで拍手していた。
・仲間の想いや考えを深く知ることができ親しみが深まった。
・全員が意見を自由に言える場が少なかったので、職員間の理解・共感が深まった。
・それぞれの人の価値観や大切にしていることを知ることができた。

（備考）城南信用金庫ヒアリングより信金中央金庫�地域・中小企業研究所作成




